



れた , 蘇我氏・厩戸皇子の崇仏派と物部氏の廃仏派とあいだの宗教戦争 , そして崇仏派の勝
利と廃仏派の敗北 , 物部氏の衰退という , 図式的な歴史の展開は（高校の教科書はまだおお
むねそのように記されている）, 修正を加えることが余儀なくされた。物部氏も同時代者と
して蘇我氏らと同じように新たに入ってきた仏教を理解し , 受容していたのであり , その「廃
仏」は , 仏教そのものを排斥 , 迫害するものではなく , 神祇を祀ることで大和を統治すべき
天皇が , その個人的な趣向から , 古来の神祇とは異なる「蕃神」をあらためて礼拝しようと
したことに対する抵抗だったと , 安井良三氏は説く（１）。
安井氏は , 渋川廃寺が物部守屋その人によって創建された可能性にまで言及するのだが ,
いずれにしろ , 物部守屋は武人として , まさに「もののふ」らしくみずから先頭に立ち , 朴
の木の上に登って矢を雨のように射て戦って , 迹見首赤檮によって射落とされてしまう。一










を収斂させることになる。ともあれ , この丁未の年（587）の「宗教戦争」によって , 物部
守屋は死に , 物部氏は敗退し , いったん歴史の表舞台からは引き下がることになる。
しかし ,「物部」とはいったいどういう存在だったのか。
 『日本史広事典』（山川書店）は「物部（もののべ）」の項で次のように述べる。
 【物部】古代 , 物部連に統率され軍事・警察・刑罰に従事した部民とするのが通説。「も
ののふ」と読んで武人一般をさすこともある。律令時代には諸国に多数の物部姓の人々が
おり , 物部郷（里）も二〇に及ぶ。六世紀に滅びた物部氏の部民がこれほど多かったかは疑
問で , また部民であったとしても多くはふつうの農民で , 中央の物部氏とそれに従う武人た
日本仏教揺籃の地としての南大阪（五）
――鳥取郷の方へ――






































































 「連」を姓とする「物部氏」がいて , 複姓の同族も多く ,「八十物部」とも称したという。『万
葉集』には「物部八十伴雄（もののべのやそとものを）」ということばがたしかに頻繁に出
てくる。八十というのは勿論 , 数が多いという意味だが , 実に数多くの「物部」の氏族群を
饒速日命を祖とする「物部連」が統轄したということなのであろう。神代はともかくとして ,
垂仁朝にも物部大連が出てくるものの , 物部連が大和朝廷で重きをなすのは継体天皇の麁鹿
火以後のことであり , 蘇我氏との抗争に敗れ , 後に石川氏に改姓したことを ,『日本史広事典』
では簡単に述べていることになる。さらに詳しい物部についての諸家の見解については必
要に応じて触れることにしたい。

































































てしまって , 先を越されてしまったが , どうしてわれわれもそこに行って都を造らないでい
ようか , ということになる。文意は直截的で , 東征の決意である。そして , その年の十月に
は兄弟たちと船団を組んで出発する。まずは筑紫の宇佐 , そこでは宇佐津彦と宇佐津媛の饗
応を受け , 一族の一人を宇佐津媛と結婚させる。征服には戦闘がともなったにちがいないが ,
むしろ相手の服従の意を表現する饗応と女性との結婚とでしばしば語られる。そして十一
月には筑紫の岡 , 十二月には安芸の埃宮 , 翌年の乙卯の年の三月には吉備の高嶋。そこで三
年のあいだ船を修造し , 軍糧を蓄え , 一気に天下を平定しようと決意する。戊午の年の二月
に船団は浪速に至り , 三月には当時はおそらくは洲潟のようだった大阪湾を奥に縫うように





（大和）に攻め込もうとしたのが , 長髄彦に迎撃されて , 兄の五瀬命が致
命傷を負い , 撤退を余儀なくされる。そうして , 太陽神の子孫である自分たちが太陽に向かっ
て攻めて行くことはできない , 生駒山を越えて大和に入ることは困難と判断して , 大阪湾を
今度は南下することになる。
私が勤務する桃山学院大学のキャンパスは和泉市の高台にあって , 研究室の窓からは , 古
代には茅渟の海といった大阪湾が見える。晴れ渡っていれば遠く淡路島をつなぐ明石大橋
が見え , 北方には六甲の山並みも見える。太陽の沈むはるか西の向こうからカムヤマトイハ
レヒコの船団がやって来て , 大阪湾に侵入したものの , 生駒山を越えることができず , 撤退
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倉下 , 頭












お と し き
磯城など , 抵抗や帰順












































































































































































































ナガスネヒコがいうには , すでに天神の子が天の磐船に乗って天からやって来ていて , そ




それに対して , カムヤマトイハレヒコは , 天神族というのもたくさんあり , もしお前がい
うニギハヤヒノミコトが天神の子孫であれば , きっとそれを証明するものをもっているで
あろう , それを見せよ , といい , ナガスネヒコは天孫族固有の矢とヤナグイを見せたとある。
それが本当に天孫族固有のものであることを確認した上で , カムヤマトイハレヒコもまた自
分たちが天孫族であることを証明する矢とヤナグイを見せた。ナガスネヒコはそれを見て
恐縮するものの , すでに戦闘態勢を整えて , 高まった兵たちの士気を抑えることができず ,
当初の作戦を撤回することもできない。ニギハヤヒノミコト自身についていえば , 天孫族は
天孫族を悪いようには扱わないと判断し , しかし , ナガスネヒコは性格がひねくれているし ,

























































か む ゆ げ
弓削部・神
か む や は ぎ
矢作部・大









































古代の日本で多く行われたソロレート婚であるが , ただし , 末の妹の竹















































































メージさせて , 官能的ともいえる。くりかえすが ,「もの」という古語はそこに内包する霊
的なものをも意味する。現代人でもフェティッシュな思考から免れているわけではないが ,
「川上部」は他とは差異化された特別な刀剣だったのだと思われる。それを後に石上神宮に
納めて , イニシキノミコトが管理したというのである。「一に云はく」のヴァリアントでは ,




















































要な物資をださせた。『日本書紀』欽明元年八月条に , 秦人の七〇五三戸を戸籍につけ , 秦
大
お お つ ち
津父を秦伴造としたとあり , 伴造の勢威をうかがうことができる。律令制下に各官司では
伴造―品部・雑戸の関係がみられ , 伴部を伴造とも称したのは , 大和政権の伴造の名残であ
ろう。
またこのヴァリアントでは , 一千口の大刀ははじめ忍坂邑に蔵め , 後に石上に移したとし ,












































































イニシキノミコトもすでに年老い , 石上神宮の神宝の管理に疲れてしまった , そこで妹の













『日本書紀』ですら , 物部氏の存在を無視することができず , ニギハヤヒノミコトの降臨が
ニニギノミコトの降臨に先行することを否定できなかった。この論考では『日本書紀』に





































































へ み の ひ れ
比礼一つ , 蜂






一つ , 是らなり。天神御祖教え詔して曰はく ,「もし痛
いた
きところ有らば , この十の宝をして ,





た。ところが , アメノオシホミミはタカミムスビの娘のタクハタチヂヒメと結婚して , その
間にニギハヤヒが生まれたので , 自分ではなく , ニギハヤヒを天降りさせることを願い , ア
マテラスはそれを許可したというのである。この記述は記・紀とそう異なるところはない
が , 記・紀ではもう少し紆余曲折があって , まずアメノオシホミミを天降らせようとしたと
ころ , 豊葦原の瑞穂の国は「いたくさやぎて」あるようだったので , アメノオシホミミは恐




あ め わ か ひ こ
若日子を天降らせるが , 国つ神に懐柔されて復奏しなかった。その後 , 建
たけみかづちのかみ
御雷神を
降らせ , 大国主命に国譲りをさせた後に , その間にアメノオシホミミとタクハタチヂヒメの
間に番
ほ の に に ぎ の み こ と
能邇々芸命が生まれたので , このホノニニギを天降らせたことになっている。
アマテラスは天降るニギハヤヒに十種の宝を与え , その宝を用いて行う呪術の方法を教え
る。あるいは「ひ , ふ , み , よ・・・」という斬新な数学 ,「十進法」を伝えたといえるのか
も知れない , その数は呪文の働きをして , 死者をもよみがえらせる「フル」の秘儀は執行さ
れたということになるであろう。この神道は物部氏に伝わることになる。『先代旧事本紀』
は続けて , タカミムスビが天降るにニギハヤヒに ,
 「もし葦原中国の敵 , 神人を拒みて待ち戦ふ者有らば , 能く方便して誘ひ欺き , 防ぎ拒む
123日本仏教揺籃の地としての南大阪（五）
べし」













というようにである。近畿だけにとどまらず , 九州から中国 , そして中部 , 関東の広域に







































































「よき所を求めゆくに , 天の河といふ所にいたりぬ。親王に馬頭 , 大御酒まゐる。親王のた







に大きな磐があって , これが磐船なのだというが , ニギハヤヒ
はここに最初に天降り , すぐに大和の国の鳥見の白庭山に遷っ
たという。哮峯と白庭山 , 河内と大和と国名が違い , 大阪と奈
良と府県名が違うと , かなりの距離を考えがちであるが , 実は
京阪奈丘陵の直線距離で４キロほどのハイキングコースにも
ならない指呼の間にこの二つの伝承地はある。
五  鳥取万 , そして義犬の伝承
丁未の年（587）の「宗教戦争」において , 物部氏もその傘下にあった物部も一敗地に塗












































き も の や
裳弊れ垢つき , 形

































































































































































































































物部守屋は渋川の屋敷にいて , 難波の宅を鳥取万は守っていたというのだが , この難波の






脈のように生き続けた , 生死のはざまを容易に超えることのできる価値観 , あるいは美意識 ,
あるいはモラルといていいものの源流が生の形で表れているように思うのだが , これが六世
紀の話だとすれば , それが社会の表舞台に噴出するのは十世紀のことになる。
大きな謎のように見えていた「武士」の出現という現象について , 最近 , 桃崎有一郎氏が
斬新な説を出された。そこでは「武士」がいつ , どこで , なぜ , どのように登場したかを鮮
やかに解き明かされている。桃崎氏はいう。
国造の時代から何世紀もかけて形成された , 古代の郡司富豪層の地方社会に対する支配
的な地位と , 彼らの濃密なネットワークに , 血筋だけ尊い王臣子孫が飛び込み , 血統的に結
合して , 互いに不足するもの（競合者を出し抜くための尊さと地方支配の力）を補い合った。
そして , 秀郷流藤原氏は蝦夷と密着した生活から , 源平両氏は伝統的な武人輩出氏族（将種）





父系の一方だけにとらわれず , 母系を重視することで , いわれてみれば , 当たり前のこと
が判明する。ただ単に桓武天皇の子孫である , あるいは清和天皇の子孫である , 藤原家の子
孫であるというだけでは「武士」にはなれない。「武士」はハイブリッドな存在として誕生
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の祖先は , 魚名の子の藤成以来 , その鳥取氏と結婚を繰り返し , 藤原秀郷の血の八分の七は
鳥取氏の血だというのである。とすれば , 鳥取万の血と同じ血が藤原秀郷の子孫だという奥
州藤原氏にも , 佐藤氏にも , つまり義清（西行）にも , 義経にしたがった継信にも忠信にも（二
人の奮戦とその死はまさに鳥取万を彷彿させる）, 小山氏や結城氏（結城合戦での一族の死







ヴァル関係にあり , それが共生するようになり , やがて力関係で人が圧倒するようになって ,
犬は家畜化することになる。しかし , 猫とはちがって , 近代になるまでは単に愛玩するだけ
のペットではなく , 人にとって大いに有用な仕事を任されていた（２）。先に犬養の地名 ,
あるいは県犬養氏の説明で触れたように , 屋敷や屯倉 , 神社の番犬となり（狛犬はその名残
である）,当然,狩猟犬でもあったし,狩猟の対象を人に変えれば,警察犬にも,戦闘犬にもなっ
たはずである。
私がフランスにいたとき , 2015 年 11 月 13 日にはパリで IS のメンバーによる同時多発テ
ロがあったことは前稿で述べた。その日から , パリ市内では至る所で , 警察あるいはジャン
ダルムが犬とともに巡回しているのがみられ , 地下鉄に乗っていても犬がやって来て乗客の
匂いを嗅ぎまわった。そうして , 11 月 18 日には , ジャンダルムがサン・ドニにある IS のア
ジトに踏み込んで犯人たちを掃討したのだが , そのときのテレビ・ニュースの解説が興味深
かった。まず , あるアパルトマンの一室が犯人たちのアジトであり , そこに数名の犯人たち
が今現在いることを確認した後 , 近辺の人びとには退去を命じ , そして , ドアを開けて最初
に飛び込んだのは人間ではなく , 犬なのであった。犬がひとしきり犯人たちにダメージを与
えた後 , 警察あるいはジャンダルムが踏み込んで , そしてメンバーたちを射殺した（逮捕な
どという生半可なことではなかった）。ガリア以来の軍用犬の歴史を垣間見た思いであった。
また , トランプ前アメリカ大統領の物議をかもすことの多かったツイッターに面白いもの
がある。2019 年 10 月 28 日のものである。
We have declassified a picture of the wonderful dog （name not declassified） that did 
such a GREAT JOB in capturing and killing the Leader of ISIS, Abu Bakr al-Baghdadi!
IS のアブ・バクル・アル・バグダディ最高指導者を追い詰めて殺す大仕事をやってのけ
たのは , 名前は伏せたままなのだが , 犬であったことを述べ , その写真を公開している。現
代においてなお軍用犬が大いに活躍しているのである。ただ , ここまで書いて来て , この特
殊部隊の軍用犬を駆り立てる姿勢には , いくら敵対者だからといってもその人間性へのリス
ペクトが欠如した無惨な印象を禁じえない。
しかし , 戦闘犬の性格を帯びた woderful dog が , 実は日本の古典文学の傑作の一つといっ
ていい作品に登場する。滝沢馬琴の『南総里見八犬伝』である。この読み本の冒頭 , 窮地に
陥った里見義実が , 敵将の安西景連の首を取ったら , 娘の伏姫を褒美としてやろうと口にし
たことから , 犬の八房は実際に景連の首をくわえて戻ってくる。しかし , 八房は忠犬とも義
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犬とも言えず , 妖犬 , あるいは霊犬というべきかもしれない。八房の行動の源泉は伏姫への
恋であり , 交わりはなかったことに馬琴はするが（そうするしかない）, 八房の精気が八犬
士の誕生につながることになる。
ところで , 岸和田市の天神山町は今は住宅地になっているが , そのところどころにこんも
りとした森が残されている。古代の古墳群の名残なのだが。その一つは鳥取万の墓とされ ,
そこから少し離れたところにある墳丘が万の飼犬の墓だと伝承されている。考古学的な根
拠があるわけではないものの , 難波の物部守屋の家から逃れ , 妻の有真香邑の家を過ぎて ,
隠れた森というのは , 確かにこのあたりになるはずである。
六  鳥取郷
さて , 藤原秀郷の身体に色濃く流れている鳥取氏の血について先述したが ,「鳥取」とい






























































































































と と り べ
取部・鳥
と り か い べ
養部・誉
ほ む つ べ
津部を定む。
ホムツワケというのは , 垂仁天皇とのあいだに狭穂媛が生んだ子である。兄の狭穂彦が皇
位の簒奪を企てた過程で , 垂仁と狭穂彦の争いとなり , 狭穂姫は狭穂彦が稲で作った砦に逃






つつ , 川端とはちがって自己の過去の日本文化との断絶を強調するスピーチで , はるか昔の
神話の型にはまった話をしたので記憶に残っている。アメノユカワダナがホムツワケに口
を開かせた鳥を探して , 出雲まで（あるいは但馬まで）行って , その鳥を捕らえて帰って来
たと ,『日本書紀』はいう。光クンはクイナをきっかけに音楽への道を切り開いたが , ホム
ツワケ王は鵠をきっかけにことばを獲得した。鵠を捕らえて帰ってきた褒美として , アメノ




































ところで , 物部についての論説として , 詩人としての直感が横溢してはなはだ魅力的であ
りながら , その横溢する詩ゆえに取り扱いかねている書物がある。谷川健一氏の『白鳥伝説』
（５）であり , また『四天王寺の鷹』（６）がそれである。後者の四天王寺が物部氏の鎮魂の寺 ,




の論考でたどってきたように , ホノニニギに先行して天降り , そしてその曽孫のカムヤマト
イハレヒコが大和に来るより以前に , すでに大和を治めていたニギハヤヒ＝物部について述




団であるとともに , 工人集団でもあり , その中でも先進的な技術であった鍛冶の技術を中心
に置く集団でもあったということになろう。白鳥伝説はまた鍛冶集団とも無縁ではないと
いうのが , 谷川説の骨子となる。踏鞴（たたら）の鞴（ふいご）が鳥を連想させ , また鳥が「羽
ばたく」ことを古代の日本語で「はぶく」というが , その連用形の「はぶき」はそれこそ鞴
を意味する。たとえば , 天照大神が岩戸に隠れて , 世の中が真っ暗闇になってしまった。思
兼命という知恵者が天照大神の姿を写して誘き出そうと鏡の制作を思いつく。もちろん , 銅
鏡なのであろう。その制作を石凝姥に命じたという（工人が女性であることにはぜひ注目
















餮文の青銅器を見かけることがあるが , 饕餮もまたフクロウをもととし , 悪鳥で
ある（７）。
谷川氏の説は詩人としての直観によるが , 氏は精力的に日本各地をまわった方であり , そ
れは他の民俗学者たちの追随を許さない。昨今の民俗学者たちはピンポイントでのフィー
ルドワークに終始する傾向がありはしないか。鍛冶氏の集団のいたところには白鳥伝説が
あり , そこには物部の足跡があるという説は , 谷川氏の丹念な実地踏査からの実感に裏付け
られている。











である。しかし , 現在の波汰神社も神さびた森の中にあって古い由緒をうかがわせるものの ,
歴史の中で幾多の変遷を経て来ていて , 昔のままのものではない。『大阪府全志 巻之五』は
次のようにいう。
 【波汰神社】
波汰神社は南方字池の内にあり , 延喜式内の神社にして角凝命を主神とし , 相殿に品陀別
命を祀れり。鳥取郷の総社にして , 鳥取氏の其の祖神を祀りしものならん。今の大字桑畑な





ひしとき , 務古の水門より紀の國に至らんとして御船を鳥取の玉津浦に繋がれ , 武内宿祢皇
子を懐にして其の海辺を逍遥せし縁あるに依り , 同皇子即ち品陀別命を其の地に祀りしもの
に係り , 神光寺は貞観年中南都大安寺行教和尚の其の祖紀船守の墓に詣づる為め淡輪村に行
かんとして , 鳥取郷を過ぎけるとき , 鳥取隼人正の一寺を創立して宮寺と為し , 同和尚を開
山たらしめたるものにて , 宝塔・護摩堂・般若堂・東坊・西坊・普門院等鱗次檐を連ねたり
しといふ。
鳥取氏已に亡び , 当社及び波太八幡宮並に神光寺も烏有と化せしかば , 郷の耆宿之を嘆じ
て , 永徳年中其の三十六人力を戮せ私財を抛ち , 地を南山の麓に卜して社殿を再建し , 波太
八幡宮の祭神を相殿に合祀し , 神光寺を再建して , 護摩堂・帳舎・僧坊等旧観に復せしは即
ち当所なり。
然るに天正十三年豊臣秀吉の根来征伐に際し社頭再び兵火に罹りければ , 御朱印地書類を
初め平重盛奉納の太刀・梶原景時奉納の長刀 , 其の他の旧記什宝等悉く灰燼と化し , 神領は
没収せられて無禄となりしが , 慶長四年豊臣秀頼は其の臣片桐東市正且元を奉行として社殿
を造営し , 神光寺は祀官を扶けて祭祀を勤め来りしも , 明治維新後の神仏分離に依りて寺は
廃絶し , 社は同五年郷社に列し , 同四十年一月神饌幣帛料供進社に指定せらる。
この記事も少しわかりにくいところがあるのだが , 波汰神社は主神を鳥取氏の祖神である
角凝命として , 今は品陀別命（応神天皇＝八幡神）を相殿に祀っている。もとは現在の場所
ではなく , 大字桑畑にあった。それが , 南北朝の時代 , 鳥取氏が南朝方に加わったために , 鳥
取氏は滅ぼされるとともに , この原波汰神社＝鳥取大宮も焼滅した。品陀別命を祀る波汰八
幡宮とその神宮寺である神光寺はまた別のところにあったのだが , やはり南北朝の乱によっ
て焼滅した。そこで , 永徳年中（1381 ～ 1384）, 土地の三十六人が私財をなげうって , 波汰
神社を現在の地に再建し , そこに波汰八幡宮の祭神であった品陀別王も相殿に合祀し , 神光
寺も再建した。ところが , これもまた , 天正十三年（1585）, 豊臣秀吉の根来攻めの際にふた
たび灰燼に帰し , 現在のものは , 慶長四年（1599）, 豊臣秀頼が片桐且元に命じて再々建し
たものだという。明治の廃仏毀釈によって神光寺は廃されたのが , 今の波汰神社の姿になる。
ただ , 波汰神社を訪れる者を混乱させるのは , 少し離れてはいるものの , 同じ境内といって
波汰神社本殿
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い , 転化して「わたなべ（渡部 , 渡辺）」という姓になったことはいうまでもない。実は「波汰」
が海であるには違いないと思いながら , そう断言することにはややためらいがあった。とい
うのも , 波汰神社に海へ繰り出す神事があるにしても , 現在の波汰神社も , それから原波汰
神社があったという桑原も海岸線からやや離れた２，３キロの位置にあるからである。しか






阿波の話ではあるが ,「中にも阿波の雪の湊と云浦には , 俄に大山の如なる潮漲来て , 在家
一千七百余宇 , 悉く引潮に連て海底に沈しかば , 家々に所有の僧俗・男女 , 牛馬・鶏犬 , 一も
不残底の藻屑と成にけり」とある。阿波は南大阪の対岸といってもいい位置にある。ある
いは , 宝永四年（1707）には南海トラフの全域が破壊されて , 大地震が起こり , 東海 , 近畿 ,
四国 , 九州の海岸部全域が津波に襲われ , このようなときに使うことばではないが ,「津々
浦々」が消滅したはずなのである。もうやめよう。波汰（海）神社も , それから次にあげる
海会寺も , 海にちなむ社寺がやや内陸部にあってよく , むしろあるべき位置にあるというべ
きなのであろう。
今回のこの論考は , 実はこの波汰神社の祭礼を実見してルポルタージュを書くつもりで着
手して , そのルポルタージュが大半を占めるはずのものであった。ところが ,2020 年度はパ
ンデミックの状況下 , 当然 , 祭礼は行われなかった。Youtube である程度は見ることができ
るものの , やはり実際に生で見て受ける印象はまったく違うものであろうし , この論考もま
た違ったものになっただろうと思う。
 『大阪府全志 巻之五』は , その波汰神社の祭礼について , 次のように続けている。
祭祀は往時より木村（今は田島と改む）・山本両氏の掌る所にして , 両氏共に鳥取氏の裔
なり。今の氏地は本村・西鳥取村・尾崎村の全部及び下荘村の内大字貝掛にして , 例祭は四
月十五日・秋祭は十月十一日に行はるれども , 以前は二月初午及び六月初午に大祭を行ひ ,
二月の初午には , 大字貝掛の玉津浦に神輿の渡御ありて貝掛より甲冑せる武士の出迎ありし
は , 三韓征伐の古式に拠りしと伝へ , 六月の初午には , 氏子の各村は矢倉と称して御所車に
屋根を付けたる車を曳出して参詣し , 其の数四五十台の多きに及びしが , 今は十月十一日の
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大祭前日の宵宮に矢倉の宮入を為し , 其の数は稍減じたるも尚二十台の余に出で , 石田の血
祭と呼ばれて非常に喧噪し , 其の壮観を見んとて群集雑閙せる為め , 地方の名物祭となりて
其の名高し。
かつて二月初午の日に行われ , 今は四月十五日に行われるという祭りは , 波汰八幡宮の祭
祀であったろう。海に神輿を繰り出し , 赤子の八幡神 , すなわち品陀別命を迎える意味合い
をもっていたのだと考えられる。かつて六月初午に行われ , 今は十月十一日に行われる大祭
が波汰神宮 , すなわち鳥取大宮そのもののお祭りであったと考えられる。その「矢倉」の宮
入りが物見の人びとを集めてこの地方の名物祭なのだというが , 映像を見ると , 本殿の前の
石段を , 大勢の氏子が勢いをつけて引っ張って , 豪壮で重いはずの「矢倉」を一気に引き上
げる。かつてはそれが四五十台続き , この記事のころは二十台 , 素晴らしく威勢のいいお祭
りであり ,「血祭」といわれるほどだから , 矢倉に圧迫されてなのか , 雑踏に巻き込まれてな
のか , 怪我人の絶えない祭りであったらしい。今でもその面影は十分にとどめている。古代
の鳥取郷の人びとの息吹きを伝えるお祭りだといえよう。
八  海会寺　仏を打ち欠く盗人 , 仏を供養する人びとの光景　
その鳥取郷の人びとにも仏の教えが浸透してくる。愛欲の放埓をいましめ , ものを貪るこ
































































































































































































































































































































 「姓名詳ならず」とここではいうが , 端的にいって , この盗人は鳥取氏であり , そうでな
くてもその周辺の人間といっていいだろうと , 私は思う。寺の所有する銅器を奪っては , 鍛
金し , あるいは熔解して , 帯状にして売りさばいていたというのである。道行く人が聞くと ,
遠くからは「痛きかな , 痛きかな」と聞こえるが , 近づくと「鍛する音」ばかりが聞こえる。
遠ざかるとまた苦しみ叫ぶ声が聞こえ , また近づいて行くと鍛冶をする音になる。そこで裏
に回って従者に見させると , 仏の銅の像を鏨で掻き砕いていたという。つまり盗人は金属の
精錬 , 鍛冶に習熟していたことになる。仏の教えになじむことなく , 仏の像に価値を認めず ,
畏怖することもない鳥取の男には仏の声が聞こえず , 自分の鍛冶の工房で鍛冶師の技術で
もって銅の製品に過ぎないものを加工して , そして売りさばいているということになる。「路
往く人」は馬に乗っていて , そして「使者」をやって偵察させ , そして捕らえさせる , とすれば ,
日根郡の郡司階級とも考えられるが , その処置は官吏らしくもない。盗人を捕らえて打擲し
てどこの寺から盗んだか白状させ , 尽恵寺に使者をやると , 僧および檀越が駆けつけて , 泣
き叫んで , 飾り立てた輿に砕かれた仏を安置して寺に運んで殯を行ったという。まるで生き
ていた人のように仏の像を扱い , 葬儀を行ったということになる。まことに素朴な信仰のあ
りようといわなくてはならない。そして , 盗人については刑罰を行わず , 放置されたと書く。
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仏者たちは制裁を行うべきではなく , まして殺生などはすべきではないと , 尽恵寺の僧侶も
檀越も考えたということをいいたいのだろう。これも真っ正直に仏の教えを守ったものだ





ことばで思い出すのは , 柳父章先生の名著『翻訳語成立事情』（岩波新書）であるが , そこ
では仏教由来の古い「自然」ということばに , 西洋の nature の意味を盛り込んだために , 混
乱が生じていると説かれている。「自然田」という地名は , 勝手次第の土地 , 免租の権利を
もつ土地とでもいうことになろうか。ただし , 豊臣秀吉の時代からは検地が行われ , すでに
そのような特権はなくなっている。「前田」というのは , ただ単に家の前にある田ではなく ,






物だとされる。『天狗草紙』の絵を見ると , 桟敷の上で , 有髪で烏帽子をかぶり , 髭を生やし
た男が , ササラをもって舞い踊っていて , それが自然居士だとされている。「居士」を名乗
















人買いと掛け合い問答をする , 仁慈と正義に満ち , かつ理知的な姿に変貌させている。そし
てその舞う姿も , 室町将軍の趣味にかなって , あくまでも優美である。しかし , その中にあっ
ても , 中世社会のレジームからはみ出して生きる芸能者のしたたかな姿は決して失われてい
ないように思われる。
【この論考は本学共同研究プロジェクト 17 連 260「大学教育における南近畿の地域文化資源
の掘り起こし・保存・活用の研究」の研究助成を受けた成果の一部である】　
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Southern Osaka: The Cradle of the Japanese Buddhism （5）
UMEYAMA　Hideyuki
After the defeat of the Shintoists in the war between Buddhists and Shintoists in the year 
587CE, the Mononobe （物部） clan was destined to run its course to ruin. But what was the 
Mononobe clan? The word mononofu, synonym for samurai, was derived from the name of 
this clan. So, we can easily assume that Mononobe was a representative clan of ancient 
warriors. Furthermore, it also means that this clan shouldered the military industry, and as 
a result, the majority of other industry of that period.
According to the myths, Nighihayahi, ancestor god of the Mononobe clan, came to Japan, 
ahead of Ninighi, ancestor god of the Emperor’s family. Transferring the political power to 
the Emperor’s family, Mononobe had maintained a certain important position within the 
Emperor’s government. We will search for and consider the Mononobe legends and their 
legendary places which still remain in present day Osaka. 
In Nihon-shoki（日本書紀）, we find an impressive tale of Mononobe’s vassal Tottori-no-
yorozu （鳥取万）, who valiantly fought to the death in the above religious war and of his 
faithful dog who continued to protect his master’s corpse. We visit the legendary tombs of 
the dog and of his master. Tottori is also the place name of the extreme South Osaka. Hata-
jinnja（波汰神社）exists as the religious centre of this district and observes the ancient rites 
and festivals. The remains of Kaieji （海会寺）, a few kilometres from Hata-jinja, shows us 
the Tottori people’s reformation to Buddhism. In Nihon-ryoiki （日本霊異記）, we can find an 
interesting episode which tells of the Tottori people’s spiritual beliefs at that time.
